
金井遺跡（坂戸市）

　坂戸市大字新堀に所在する金山神社





　　拝殿が見える/右手は社務所



　　　　左手は境内社/左は金山稲荷、右は天神宮とある



　　　　祭神は金山彦神で鍛冶屋の神、金工職人の職神、金物商の神とされる

金山神社/参考ホームページ
http://jinjajin.jp/modules/newdb/detail.php?id=2695

http://jinjajin.jp/modules/newdb/detail.php?id=2695


　　　　　境内にはステゴビルという埼玉県の指定天然記念物が自生している





金山神社近くで鎌倉時代の鋳造遺跡が発掘されており、金山神社が「鍛冶屋の神」を祀ることと関連するという/この周辺が発掘場所



　　反対側から見たところ/右手は「爆弾ハンバーグ」でここから左手のエリアのようだ



　　　　　金井遺跡B区の概要

大東文化大学オープンカレッジ/平成26年春期講座/古代・中世の東国史を学ぶ/中世東国・北武蔵の鋳物師　資料より



金井遺跡B区からの出土品　　　

大東文化大学オープンカレッジ/平成26年春期講座/古代・中世の東国史を学ぶ/中世東国・北武蔵の鋳物師　資料より



　　　　　　金井遺跡B区の範囲と遺構密度

大東文化大学オープンカレッジ/平成26年春期講座/古代・中世の東国史を学ぶ/中世東国・北武蔵の鋳物師　資料より



この金井遺跡は、天皇と結びつき供御人（くごにん）という地位を得ることによって全国を自由に往来して生産・売買できるという特権を与えられて
いた河内鋳物師の物部氏の系譜を引く鋳物師が、幕府が鎌倉に開かれ、関東が政治の中心地となると、幕府や武士層と仏教勢力との結び付き
に合わせ、多くの寺社の仏具などの生産を継続的に行う拠点的な工房であったと考えられるという

大東文化大学オープンカレッジ/平成26年春期講座/古代・中世の東国史を学ぶ/中世東国・北武蔵の鋳物師　資料より



さて、これは埼玉県立嵐山史跡の博物館での坂戸市金井B遺跡出土品の展示の様子

埼玉県立嵐山史跡の博物館　特別公開②　「鎌倉時代の鋳物工場ー坂戸市金井B遺跡出土品ーより



埼玉県立嵐山史跡の博物館　特別公開②　「鎌倉時代の鋳物工場ー坂戸市金井B遺跡出土品ーより



　　　金井遺跡B区操業想像図

埼玉県立嵐山史跡の博物館　特別公開②　「鎌倉時代の鋳物工場ー坂戸市金井B遺跡出土品ーより



　　　　　　中央上に金山神社がある

埼玉県立嵐山史跡の博物館　特別公開②　「鎌倉時代の鋳物工場ー坂戸市金井B遺跡出土品ーより



　　　　　金井遺跡と周辺の寺社や城館を示す

埼玉県立嵐山史跡の博物館　特別公開②　「鎌倉時代の鋳物工場ー坂戸市金井B遺跡出土品ーより 同左



　　金井遺跡B区出土鋳型

埼玉県立嵐山史跡の博物館　特別公開②　「鎌倉時代の鋳物工場ー坂戸市金井B遺跡出土品ーより



参考ホームページ

http://www.ranhaku.com/web05/c5/2_04.html

インターネットより

http://www.ranhaku.com/web05/c5/2_04.html


インターネットより


